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パリ協定での各国目標

COP26に
向けて目標
引き上げ

2050年
ネットゼロ
とのギャッ
プ

出所 IEAホームページ

出所：Natural Capital Partners, Reality Check
https://assets.naturalcapitalpartners.com/downloads/Reality-
Check-Study-of-Fortune-Global-500-climate-actions-and-
commitments.pdf

当たり前になったネットゼロ目標

Fortune 500企業

◆多くの国が2050年ネットゼロを目標に掲げて
いる。

◆世界の有力企業の約2割が炭素中立を宣言
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https://assets.naturalcapitalpartners.com/downloads/Reality-Check-Study-of-Fortune-Global-500-climate-actions-and-commitments.pdf


NDC Mitigation: 

330 GtCO2

Net-Zero Mitigation: 

830 GtCO2

◆国際取引/分業の効果
✓ 各国の削減コストは異なる。削減量を国際的

に融通すれば、世界全体で削減コストは節約
でき、節約分を再投資しすれば追加削減が可
能に

排出量取引のメリット

◆ Hard to Abate部門
✓ 国際航空はベストシナリオでも削減できない排出
✓ 炭素中立商品：CN LNG、グリーンステイール、グ

リーンセメントなど

出所 国際排出量取引協会 出所 ICAO
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4出所 本郷尚、ボランタリーオフセット、国際ルール乱立 現場発信カギ、日経産業新聞Earth新潮流
2022年8月29日 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC238XR0T20C22A8000000/

GXリーグとボランタリー市場のルール作り

GXリーグ 目標設定 ：1.5度目標、NDCに沿って独自に設定。中間目標も。
クレジット：国内排出にはNDCに貢献するクレジット、国外排出やスコープ３排出には

ボランタリークレジットが基本か。

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC238XR0T20C22A8000000/


出所 本郷尚、排出量取引にデジタル技術 市場秩序のルール作りも、日経産業新聞Earth新潮流 2022年7月4日
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC28BJM0Y2A620C2000000/

デジタル技術の排出量取引への活用

排出量取引のバリューチェーンへの活用
①MRVとクレジットの発行、②登録簿などによる管理、③取引

IETA Code of Best Practice
Digital Carbonの市場秩序
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